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燕市国上地内『雪と五合庵』



「100 年継続する企業をめざして」 
誇りと責任を持って安心と快適をお届けします。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         https://www.nikoh-sng.co.jp 
 

■本  社 〒163-0669 東京都新宿区西新宿 1-25-1 新宿センタービル 36 階 
TEL:03-3344-5711（代表）／FAX:03-3344-5986 

■支  社 東京・神奈川・関東・北海道・新潟・上信・東海・関西・九州 
■営 業 所 札幌・釧路・旭川・帯広・函館・新潟・⾧岡・柏崎・上越・糸魚川・苗場・⾧野・松本 
      ・高崎・さいたま・名古屋・大阪・神戸・福岡・佐世保 
■業務内容 施設運営事業（総合ビルメンテナンス業［設備・清掃・警備］・建物修繕・建物包括診断 

・ホテル客室整備・マンション管理）／プロパティマネジメント事業／介護事業 
■関連会社 二幸ホールディングス株式会社・株式会社アセント・富士防災警備株式会社 

・糸魚川二幸株式会社 
 

 
                        http://hotel-ascent.jp/ 
 

■ホテル アセントイン札幌 北海道札幌市白石区東札幌 3 条 2 丁目 1-3 TEL 011-820-2800 
■ホテル ハミルトン札幌 北海道札幌市中央区南 1 条西 15 丁目 1-238 TEL 011-632-0080 
■ホテル フロンティアいわき 福島県いわき市平字大工町 10-6 TEL 0246-25-1117 
■ホテル アセント浜松 静岡県浜松市中区砂山町 353-1 TEL 053-454-0330 
■ホテル アセントプラザ浜松 静岡県浜松市中区板屋町 2-109 TEL 053-453-2500 
■ホテル サウスガーデン浜松 静岡県浜松市中区砂山町 325-30 TEL 053-451-1800 
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◎表紙◎

『雪と五合庵』
撮影場所：燕市国上地内

撮影者：大坂　鉄平

　五合庵は、「日本有数のモノづく
りのまち」燕市にある国上山中腹
に位置し、国上寺を再興した萬

ばん

元
げ ん

上
しょう

人
にん

のための庵として作られました。
　五合庵の名前は萬元上人が毎日
米五合相当の手当を給されていた

ことに由来するとされ、多くの有
名な逸話で知られる良寛が 40 歳ご
ろから約 20 年間をこの庵で過ごし
ています。現在の庵は 1914 年に再
建されたもので、県の文化財（史跡）
にも指定されています。

坂口 謹一郎 氏（1897 ～ 1994）は、明治 30 年 11 月、高田（現・上越市）で生まれる。
昭和 28 年（1953）、東京大学応用微生物研究所の初代所長に就任。応用微生物学の
世界的な権威。昭和 38 年（1964）に一般向に出版された『日本の酒』（岩波新書）は、
歴史的名著で、「酒博士」として知られている。なお本書は 2007 年に文庫版となり

（上掲図版）、多くの日本酒愛好家に親しまれているという。昭和 42 年（1967）には
文化勲章受章。坂口家先祖ゆかりの地に「坂口記念館」（上越市頚城区鵜木 148）が
あり、坂口氏の業績や故郷をこよなく愛した人となりを知ることが出来ます。

坂口 謹一郎
名著『日本の酒』文庫版表紙

（醗酵学者）

NIIGATA《名作・至宝》GALLERY

（�3�）

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示



〈
ア
ー
ト
〉を
通
し
て
の

〝
ふ
れ
あ
い
〟〝
交
流
・
交
歓
〟

■〝
芸
術
の
秋
〟。
今
年
も
、恒
例

（
一
財
）県
人
会
館
と
県
人
会
が
手

を
携
え
て
の
第
24
回『
作
品
展
』

が
、〈
輪
〉を
統
一
テ
ー
マ
と
し
て

10
月
29
日
～
31
日
、ふ
れ
あ
い 

ふ
る
さ
と
館
２
Ｆ
大
ホ
ー
ル
に
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

■
本
作
品
展
は
、毎
回
、文
化
委
員

会（
樋
口 

昭
・
委
員
長
）主
唱
の
も

と
県
人
会
挙
げ
て
の
作
品
展
実
行

委
員
会（
山
本
ミ
チ
子
・
実
行
委
員

長
）に
よ
っ
て
、入
念
な
準
備
の
も

と
、前
日
の
全
員
参
加
の
設
営
を

へ
て
初
日
を
迎
え
て
い
ま
す
。

■
今
回
・
第
24
回
の
出
展
作
品
は

・「
書
」　
　
15
名
・
19
作
品

・「
絵
画
」　
16
名
・
26
作
品

・「
写
真
」　
13
名
・
28
作
品

・「
工
芸
」　
14
名
・
25
作
品

計
58
名
・
98
作
品
と
過
去
最
高
数

の
傑
作
が
ず
ら
り
並
び
ま
し
た
。

■
今
回
は
、折
柄
コ
ロ
ナ
禍
も
や

や
下
火
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

来
場
者
数
も
、前
回
を
大
き
く
上

回
る
盛
況
ぶ
り
。
会
場
で
は
、連

日
、そ
こ
か
し
こ
で
出
展
者
と
、来

場
者
・
会
員
と
の〝
ふ
れ
あ
い
〟

〝
交
流
・
歓
談
〟の
姿
が
見
ら
れ
ま

し
た
。 

（
広
報
・
樋
口
高
士
）

「
書
道
・
色
紙
」の
部

小林会長、廣川副会長も作品鑑賞渡辺 竜吾（佐渡市長）／磯田 達伸（長岡市長）／花角 英世（新潟県知事）／泉田 裕彦（衆議院議員）

『
芭
蕉
の
句
』
伊
藤 

柏
翠（
章
二
）

『
遊
雲
驚
龍
』（
晋
書
）　
光
谷 

素
仙（
俊
幸
）

『グリーンの襷』波田野 竹峰（竹見）『福』 細井 ミツ子

（一財）東京新潟県人会館　東京新潟県人会
第24回

作品展
──書道・絵画・写真・各種工芸──

輪
会期：令和４年10月29日（土）～10月31日（月）　会場：ふれあいふるさと館（県人会館）2Fホール

（ 4 ）



「
絵
画
」の
部

「
写
真
」の
部

「
各
種
工
芸
」の
部

『赤いおぼん』丸山 昭夫

『赤雲の流れ』樋口 昭

『朱鷺飛翔 月下美人』本多 孝舟

『パリの夕暮れ』野崎 敬策

能面『逆髪』／『猩々』
別所 幸代

『バンブーアート①』
猪股 護

『英国二景 コッツウォルズ』
春日 寛

『アチョーッ！！』山田 礼子

『ロンググッドバイ慎太郎さんⅠ』
樋口 高士

『耳付花入』／『香炉』／『茶わん』
五十嵐 昌男

『清津峡渓谷トンネル』
廣川 高志

蒔絵箱『さくらんぼ』
清水 好美（本田 多喜子）

『
葡
萄
』
杉
山 

玉
雅（
範
子
）

キ
ル
ト
『
海
は
荒
海
』 

鎌
滝 

津
江
子

『
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
で
描
い
た
絵
』
宮
内 

富
子

『
面
壁
九
年
』
加
藤 

越
堂（
和
也
）

『
美
少
女
』
高
津 

葆

『
清
水
寺
三
重
塔
』
高
橋 

幸
子

（ 5 ）



　氏名　　　　　題名
渡邊 秀夫 立山連峰雨晴海岸
本多 孝舟 朱鷺飛翔　月下美人
 朱鷺飛翔　ハナミズキ
杉山 玉雅（範子） 葡萄／うさぎ
宮内 富子 iPad で描いた絵
山﨑 愛滭 ファミリー（家族）
今井 広 父の形見の置物
 故郷の夏の想い出
渡辺 一松 流浪の人（越後ごぜ）
 睦む
高津 葆 静物／美少女
朝田 幸子 滝／あさがお
丸山 昭夫 赤いおぼん
高橋 幸子 法隆寺の秋
 清水寺三重塔
春日 恒子 アイルランドの人形
大橋 淑宏 南欧ポルトガルの街角
 近江八幡の水辺
細井 ミツ子 紫陽花
貝瀬 利一 リタイア Ⅰ
 懐かしの木造校舎
中川 宇妻 生成の神秘シリーズ 想い①
 生成の神秘シリーズ 想い②

　氏名　　　　　　　　　題名
花角 英世（新潟県知事）
 深くこの生を愛すべし
泉田 裕彦（衆議院議員）　　優
磯田 達伸（長岡市長）　　　愛語
渡辺 竜五（佐渡市長）　　　雲外蒼天

光谷 素仙（俊幸）  遊雲驚龍（晋書）
増田 壽美江 秋模様①／秋模様②
若林 柳一（肇）  川柳「おんなです 

母です……」
秋山 青桃 鼓（鼓福腹撃壌）
細井 ミツ子 福／輪
柳 白蓮（タケ子） 断
伊藤 柏翠（章二） 芭蕉の句
 陶潜詩
 王維詩／輪
尾田 琇仙（政雄） 福寿（刻字）
波田野 竹峰（竹見） グリーンの襷

柳 濤雪（信治） びわ
（篆刻・日展会員） （日本画）

　氏名　　　　　題名
ネスパス 鯛車
加藤 越堂（和也） 面壁九年
 咲散るは定ならばや人の世も
鎌滝 津江子 キルト 海は荒海／ Bag
杉本 セツ 酔っぱらいの小道
 ショルダーバッグ
田代 君江  刺繍 孔雀／すずらん
角田 美佐子 刺繍 ハーブ
 黄色の花を集めて
五十嵐 昌男  耳付花入／香炉／茶わん
大橋 清美 手編みセーター
猪股 護  バンブーアート ①／②
佐藤 雅子  名古屋帯 

遠山／麻の葉
長谷川 文子 オチョコとトックリ
別所 幸代 能面『逆髪（さかさかみ）』
 能面『猩 （々しょうじょう）』
清水 好美 蒔絵箱『さくらんぼ』

（本田 多喜子）
池田 博 窯変粉引／赤楽茶碗

出展全作品リスト

「写真」の部

　氏名　　　　題名　　　　　　　　　　　　撮影地
野崎 敬策 パリの夕暮れ パリ
 ブダ城ケーブルカーと鎖橋 ブタベスト
 ベルべデーレ宮殿 ウイーン
若杉 貞夫 田貫湖のダイヤモンド富士
 北アルプスの槍ヶ岳のサンセット 松本市
坂西 保 守門の春 守門岳
 雪の西丹沢 西丹沢
樋口 昭 富士が観桜 新倉山
 富士を見守る海運山 海運山
 雲を払う秀麗富士 山中湖畔
 赤雲の流れ 新倉山
 目醒のドラマ 新道峠
田中 良治 治水八ツ場ダム 長野原町八ツ場ダム
 先人の知恵 東京都福生市

氏名　　　　　  題名　　　　　　　　　　　　撮影地
熊田 五郎 「覗」ハエトリ蜘蛛 名古屋市昭和区
 羅列 滋賀県湖東三山
 工場萌え 三重県四日市市
 耐寒 長野県聖高原
樋口 英五 日本一のモグラ駅 上越線土合駅
樋口 高士 ロンググッドバイ慎太郎さんⅠ 横浜
 ロンググッドバイ慎太郎さんⅡ 葉山
 蓮開く 横浜市三渓園
山田 礼子 「アチョーッ！！」 東京都福生市
春日 寛 英国二景 コッツウォルズ
 英国二景 ピープルズ
廣川 高志 清津峡渓谷トンネル 清津峡
石田 廣行 冬虫夏草「セミタケ」 志木市中宗岡
川村 吾一 海の岩下の礼 横須賀市

第 24 回 作品展 実行委員会メンバー
（一財）東京新潟県人会館 理事長 佐藤 永久　　　東京新潟県人会 会長 小林 保廣

 作品展実行委員長 山本 ミチ子
 作品展実行副委員長 樋口 　昭 齋藤 常夫 原　 勝英 高津 　葆
  水澤 聰充 長谷川 文子
 作品展実行委員 福原 　弘 山﨑 ヤス 根津 万寿夫 杉山 範子 村山 政利
  坂田 純一 宮内 富子 戸沢 末子 樋口 高士
  鎌滝 津江子 大橋 淑宏 山田 セイ子 清水 裕美子 中條 誠一
  尾田 政雄 川村 吾一

「絵画」の部 「書道・色紙」の部 「各種工芸」の部
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・
主
催
者
側
と
し
て

　
多
田
県
人
会
副
会
長

　
杉
山
県
人
会
副
会
長

　�

坂
田
組
織
委
員
長
　
鏡
組
織
副

委
員
長
　
村
山
委
員
　
宮
内
委

員
／
樋
口
広
報
委
員
長
　
佐
藤

広
報
副
委
員
長

　
午
前
11
時
、
坂
田
組
織
委
員
長

司
会
進
行
の
も
と
議
事
に
入
り
、

「
本
日
は
予
定
し
て
い
た
吉
田
会

様
が
都
合
悪
く
急
遽
欠
席
と
な
り

ま
し
た
。
前
回
の
多
人
数
に
比
べ

る
と
や
や
寂
し
い
気
は
し
ま
す

が
、
そ
の
ぶ
ん
中
身
の
濃
い
会
と

な
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
」
と
の

開
会
挨
拶
で
ス
タ
ー
ト
。

郷
人
会
役
員
か
ら
の
実
情
発
表
と

多
く
の
要
望
で
活
発
な
議
論

　
最
初
は
恒
例
に
よ
り
参
加
者
全

員
の
自
己
紹
介
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
各
郷
人
会
代
表
者

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
会
の
歴
史
、特
徴
、

最
近
の
活
動
状
況
、
年
間
行
事
、

役
員
会
、
県
人
会
の
会
員
数
、
会

員
の
増
減
状
況
、
会
費
と
活
動
資

金
に
つ
い
て
な
ど
発
表
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
今
回
も
皆
さ
ん
か

ら
活
動
に
あ
た
っ
て
の
ご
苦
労
が

良
く
伺
え
る
な
か
、
地
元
と
の
連

携
や
会
報
誌
作
り
に
力
を
入
れ
る

な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
に
ど
う
し
た
ら

会
の
活
性
化
が
で
き
る
か
を
懸
命

に
模
索
し
て
い
る
様
子
も
良
く
伺

え
ま
し
た
。

　
ま
た
東
京
良
寛
会
の
報
告
で
は

配
布
さ
れ
た
資
料
（
会
報
『
鉢
の

子
だ
よ
り
』
第
35
号
・
令
和
４
年

４
月
刊
行
等
）
を
も
と
に
他
の
郷

人
会
活
動
と
は
少
し
違
っ
た
活
動

報
告
を
聞
く
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
全
国
的
に
良
寛
さ
ん
を
敬
慕

す
る
人
達
の
集
い
が
活
動
し
て
い

て
、東
京
良
寛
会
で
は
、毎
月
「
定

例
勉
強
会
」
を
持
っ
て
い
る
こ
と

や
、
最
近
で
は
大
学
を
と
お
し
て

若
い
学
生
さ
ん
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

も
行
っ
て
い
る
な
ど
、
興
味
深
い

も
の
で
し
た
。

　
県
人
会
に
対
す
る
要
望
や
お
互

い
の
活
動
に
対
す
る
質
疑
応
答
な

ど
も
活
発
に
行
わ
れ
、
た
ち
ま
ち

の
２
時
間
で
し
た
。

県
央
４
団
体
参
加
で

第
６
回
交
流
・
懇
親
会
開
催

　
第
６
回
目
を
む
か
え
た
交
流
会

は
、
10
月
26
日
（
水
）
11
時
か
ら

県
人
会
館
（
ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ
い

館
）
２
階
ホ
ー
ル
に
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
今
回
は
中
越
地
区
の
郷
人
会
３

団
体
と
東
京
良
寛
会
と
の
交
流
会

と
な
り
ま
し
た
。
参
加
人
員
は
左

記
の
通
り
郷
人
会
役
員
さ
ん
６
名

と
良
寛
会
会
長
さ
ん
、
そ
し
て
主

催
者
で
あ
る
組
織
委
員
会
及
び
広

報
委
員
８
名
、
計
15
名
で
の
会
合

と
な
り
ま
し
た
。

・
東
京
弥
彦
村
人
会
　
堀
優
会
長

　
武
石
堅
次
幹
事
長

・
東
京
分
水
会
　
大
島
芳
昭
会
長

　
荻
原
義
之
事
務
局
長
　

・
東
京
三
条
会
　
宮
田
タ
マ
恵

　�

事
務
局
長
　
佐
藤
隆
司
事
務
局

次
長

・
東
京
良
寛
会
　
東
條
玉
英
会
長

く
つ
ろ
ぎ
の
食
事
タ
イ
ム
も

活
発
な
議
論
が

　
午
後
１
時
に
は
食
事
タ
イ
ム
、

少
し
ア
ル
コ
ー
ル
も
入
っ
て
の
懇

親
昼
食
会
と
な
り
、
こ
こ
で
も
食

事
を
と
り
な
が
ら
い
ろ
い
ろ
雑
談

は
広
が
り
ま
し
た
。
い
つ
の
会
合

で
も
多
く
出
る
質
問
は
、
県
人
会

館
の
会
場
使
用
に
つ
い
て
の
質
問

で
す
。
ま
た
一
案
と
し
て
会
の
い

ろ
ん
な
会
合
に
は
ご
夫
婦
で
の
参

加
を
推
奨
し
て
い
け
ば
会
員
を
増

や
す
策
と
し
て
も
良
い
結
果
を
生

む
の
で
は
と
い
う
意
見
も
出
ま
し

た
。
い
つ
も
の
通
り
、
十
分
な
交

流
が
出
来
賑
や
か
と
な
っ
た
今
回

の
交
流
会
も
、
最
後
は
杉
山
副
会

長
の
挨
拶
で
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

�

（
広
報
委
員
会
　
佐
藤
勝
）

東京分水会役員 東京彌彦村人会役員 組織委員会スタッフ

東京良寛会 東條会長

参
加
団
体
：
東
京
彌
彦
村
人
会
／
東
京
良
寛
会

　
　
　
　
　
東
京
分
水
会
／
東
京
三
条
会

　
・
日
時
：
令
和
４
年
10
月
26
日（
水
）

　
・
場
所
：
ふ
れ
あ
い
ふ
る
さ
と
館（
県
人
会
館
）２
Ｆ
ホ
ー
ル

　
・
主
催
：
組
織
委
員
会

第
６
回「
県
央
地
区
郷
人
会
と
の
交
流
・
懇
親
」

◉「
県
人
会
と
郷
人
会
と
の
交
流
・
懇
親
」
シ
リ
ー
ズ
◉

（�7�）



トピックス

　
ま
ず
私
か
ら「
私
た
ち
新
潟
県
出
身
者
は
、

ふ
る
里
に
対
す
る
篤
い
思
い
は
ひ
と
つ
で

す
。
大
災
害
の
発
生
を
知
り
、
何
か
行
動
を

し
よ
う
と
い
う
強
い
気
持
ち
で
取
り
組
み
ま

し
た
。」
更
に
廣
川
副
会
長
か
ら
「
甚
大
な

被
害
の
ニ
ュ
ー
ス
を
知
っ
て
と
て
も
心
配
を

致
し
ま
し
た
。
私
ど
も
は
『
ふ
る
さ
と
の
応

援
団
』
と
し
て
募
金
活
動
を
計
画
し
、
県
人

会
の
会
員
を
は
じ
め
、
大
勢
の
方
に
ご
協
力

を
い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。」
と
取
り
組
み

に
つ
い
て
話
を
し
ま
し
た
。

�
理
事
長
　
佐
藤�

永
久

新
潟
県
北
豪
雨
災
害
義
援
募
金

新
潟
県
に
災
害
義
援
金
を
贈
呈

　
私
ど
も
の
ふ
る
里
で
あ
り
ま
す
新
潟
県
で

は
、
去
る
令
和
４
年
８
月
に
発
生
し
ま
し
た

台
風
に
よ
る
大
雨
災
害
に
よ
り
、
県
下
で
は

村
上
市
・
胎
内
市
・
関
川
村
等
は
特
に
甚
大

な
被
害
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
緊
急
事

態
に
あ
た
り
東
京
新
潟
県
人
会
で
は
、
被
害

者
支
援
の
た
め
の
募
金
活
動
を
立
ち
上
げ
ま

し
た
。会
員
の
皆
様
方
の
賛
同
を
い
た
だ
き
、

早
速
に
温
か
な
ご
支
援
が
次
々
と
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。
従
っ
て
短
期
間
に
一
応
の
目
標
と

し
て
い
た
金
額
を
超
え
る
募
金
が
集
ま
り
ま

し
た
。
そ
こ
で
10
月
14
日
こ
の
募
金
を
持
参

し
、
新
潟
県
庁
を
訪
問
致
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
小
林
会
長
・
佐
藤
理
事
長
・
広
川

副
会
長
で
県
庁
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　
県
庁
で
は
知
事
室
に
ご
案
内
い
た
だ
き
ま

し
た
。
花
角
知
事
に
義
援
金
300
万
円
の
目
録

を
贈
呈
致
し
ま
し
た
。
知
事
か
ら
は
「
早
速

に
お
見
舞
い
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
東

京
新
潟
県
人
会
の
皆
様
方
の
温
か
な
ご
支
援

金
は
早
速
に
被
災
者
に
お
届
け
し
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。」
と
お
礼
の
言

葉
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
私
ど
も
に
対

し
、
地
元
の
新
潟
日
報
社
の
記
者
か
ら
募
金

活
動
に
対
し
て
の
取
材
が
あ
り
ま
し
た
。

　
先
般
８
月
４
日
新
潟
下
越
村
上
市
、
関
川

村
中
心
に
豪
雨
災
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
関

川
村
で
は
、
４
日
午
後
０
時
40
分
時
点
の
24

時
間
の
降
水
量
が
５03
ミ
リ
と
な
り
、
こ
れ
ま

で
の
観
測
史
上
１
位
（
２
０
１
４
年
７
月
212

ミ
リ
）
の
２
倍
を
は
る
か
に
超
え
た
豪
雨
災

害
だ
っ
た
と
新
聞
の
報
道
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
の
情
報
で
髙
田
40
家
屋
が
泥
水
浸

水
、
稲
穂
が
泥
水
を
か
ぶ
り
水
田
地
帯
の
豪

雨
被
害
が
大
き
く
田
ん
ぼ
が
ほ
ぼ
全
滅
し
た

と
話
し
て
い
ま
し
た
。
越
後
獅
子
の
会
と
し

て
は
過
去
の
災
害
義
援
金
の
取
り
扱
い
同

様
、
会
員
の
誠
意
の
義
援
募
金
支
援
活
動
を

開
始
し
ま
し
た
。越
後
獅
子
の
会
会
員
企
業
、

会
員
有
志
68
件
の
被
災
地
の
被
災
者
に
温
か

い
想
い
を
込
め
た
義
援
募
金
54
万
４
千
円
と

目
録
を
10
月
13
日
に
私
と
田
中
筆
頭
副
会
長

で
東
京
新
潟
県
人
会
館
で
、
東
京
新
潟
県
人

会
小
林
会
長
に
、
被
災
地
に
お
贈
り
す
る
こ

と
を
お
願
い
し
お
渡
し
し
ま
し
た
。
今
回
は

新
潟
越
後
獅
子
の
会
の
会
員
に
関
川
村
出
身

者
が
い
ま
し
た
、
新
潟
県
人
会
越
後
獅
子
の

会
会
員
の
温
か
い
心
の
支
援
で
被
災
地
に
元

気
と
勇
気
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
た
ら
幸
甚

で
す
。

　
　感

　謝

�

越
後
獅
子
の
会�
会
長
　
鈴
木�

忠
夫

�
役
員
一
同

義援金目録を花角県知事に贈呈

（�8�）

Owner
ハイライト表示



令和４年８月県北豪雨被害義援金報告
※令和４年８月県北豪雨被害義援金状況についてご報告いたします。（順不同・敬称略）
【県北豪雨被害義援金】
令和４年 10 月 13 日までに、お預かりした義援金の内訳は以下の通りです。
以下の合計金額には、新潟県知事へ令和４年 10 月 14 日お渡しした 300 万円を含みます。

新潟越後獅子の会�（544,000）
平　辰� （500,000）
小林　保廣� （420,000）
村山　政利� （� 10,000）
山岸　弘� （� 20,000）
小林　周平� （� 10,000）
江村　芳枝� （� 20,000）
遠藤　哲夫� （� 10,000）
東京相川会� （� 10,000）
村山　世都� （� 10,000）
河内　廣治� （� 30,000）
菊地　幹夫� （� 10,000）
細井　ミツ子� （100,000）
髙橋　英宣� （� � 5,000）
鎌滝　津江子� （� � 5,000）
出井　和子� （� � 3,000）
水澤　聰允� （� 10,000）
武田　冨久治� （� 10,000）
竹内　照子� （� � 3,000）
若井　謙一� （� 10,000）
坂田　純一� （� 10,000）
大橋　清美� （� � 3,000）
廣川　高志� （� 50,000）
十見　裕� （� � 4,000）
皆川　千代子� （� � 3,000）
東京村上市郷友会�（� 10,000）
今井　茂雄� （100,000）
山﨑　勇� （� � 5,000）

東京柏工会� （� 10,000）
菊池　義昭� （� 10,000）
新潟下越連合� （� 10,000）
金山　神冠� （� 10,000）
金子　秀五郎� （� 10,000）
江口　静枝� （� 50,000）
東京弥彦村人会� （100,000）
長谷川　文子� （� 10,000）
藤田　良子� （� � 5,000）
佐藤　建夫� （� 10,000）
山﨑　悟� （� � 3,000）
加藤　智� （� 10,000）
佐藤　永久� （� 70,000）
宮内　富子� （� 10,000）
戸澤　末子� （� 10,000）
髙橋　秀夫� （� 30,000）
鈴木　勉� （� 10,000）
鈴木　輝雄� （� 20,000）
石黒　繁子� （� � 5,000）
首都圏佐渡新穂会　鳥井� �
� （� 10,000）
山﨑　博� （� � 2,000）
樋口　茂� （� 10,000）
樋口　零子� （� 10,000）
中山　信子� （� 10,000）
須田　健一� （� 10,000）
相浦　俊雄� （� 10,000）
加藤　全宏� （� 10,000）

塩川　ケイ子� （� 10,000）
山川　昭男� （� 10,000）
山﨑　ヤス� （� 10,000）
尾田　喜作� （� � 5,000）
東京やまと会� （� 10,000）
伊家村　トシ子� （� � 3,000）
東京松代会� （� 20,000）
西村　雪子� （� 10,000）
曾山　孝一� （� 10,000）
春日　寛� （� 50,000）
中町　厚� （� 10,000）
鈴木　千富� （� 10,000）
東京上川会� （� 10,000）
尾久新潟県人会� （� 30,000）
山田　強� （� � 5,000）
市村　喜幸� （� � 5,000）
石井　令子� （� � 1,000）
奥村　多美子� （� 10,000）
谷内田　節子� （� � 5,000）
白井　セン� （� � 5,000）
宮田　亮平� （� � 5,000）
原　雅子� （� � 2,000）
常盤産業株式会社�（� 30,000）
及川　恒夫� （� 10,000）
清水　稔� （� � 5,000）
河野　テル子� （� 10,000）
齊藤　澄子� （� � 5,000）
船田　さと子� （� � 5,000）

東京津川会� （� 10,000）
荒川区新潟県人会�（� 30,000）
伊藤　潔� （� � 2,000）
佐藤　勝� （� � 5,000）
二瓶　誠� （� � 5,000）
兼古　文江� （� � 5,000）
大矢　覚� （� � 3,000）
東京笹神会� （� 10,000）
松川　吉男� （� 10,000）
田辺　正践� （� 10,000）
大矢　紀� （� 10,000）
髙間　紀雄� （� � 5,000）
石井　永次� （� � 5,000）
横野　寅夫� （100,000）
杉山　範子� （� 10,000）
多田　治夫� （� 10,000）
小野塚　純二� （� 10,000）
東京三條会� （� 10,000）
砂山　紀久雄� （� 10,000）
伊藤　美佐子� （� � 5,000）
樋口　昭� （� 10,000）
福原　弘� （� 10,000）
米持　大介� （� � 5,000）
橋本　洋二� （� 10,000）
藤原　和江� （� 10,000）
東京三川会� （� 10,000）

新潟越後獅子の会で集めた義援金
新潟越後獅子の会�（100,000）
鈴木　忠夫� （100,000）
阿部　繫行� （� � 5,000）
大川戸　欣次� （� 20,000）
鈴木　雄壱� （� 10,000）
鈴木　みさ子� （� � 5,000）
鈴木　啓嗣� （� 10,000）
鈴木　啓孝� （� 10,000）
小野　一豊� （� � 3,000）
二階堂　篤史� （� � 3,000）
苣野　寿彦� （� � 3,000）
藤村　伊織� （� � 3,000）
山本　君枝� （� � 3,000）
森部　洋介� （� � 3,000）
山田　睦美� （� � 2,000）
鳴海　まゆみ� （� � 2,000）
井上　恵� （� � 2,000）
大島　英正� （� 10,000）

山田　一郎� （� 10,000）
横山　藤雄� （� 10,000）
大黒　理弘� （� 10,000）
加邊　文彦� （� 10,000）
小野田　憲� （� 10,000）
大島　康正� （� 10,000）
山田　昌孝� （� � 5,000）
今井　良子� （� � 3,000）
野本　恭一� （� � 1,000）
田中　茂� （� 30,000）
阿部　マサ子� （� � 1,000）
木村　幸子� （� � 3,000）
山本　文子� （� � 1,000）
上原　昌子� （� � 1,000）
齋藤　信夫� （� 10,000）
高橋　正夫� （� � 1,000）
星野　紘紀� （� � 1,000）
高橋　徳治� （� � 1,000）

齊田　征弘� （� � 1,000）
齋藤　裕之� （� � 1,000）
石田　廣行� （� � 1,000）
藤宮　和子� （� � 1,000）
山口　光子� （� � 1,000）
五十嵐　幸治� （� � 1,000）
五十嵐　洋太� （� � 1,000）
大島　信一� （� 10,000）
高野　正榮� （� 10,000）
山崎　省一� （� 10,000）
坂井　敏正� （� � 3,000）
阿部　芳晴� （� � 3,000）
小林　嘉孝� （� � 3,000）
渋谷　弘� （� � 2,000）
市之瀬　敬子� （� � 3,000）
吉田　敏男� （� � 2,000）
鈴木　敏平� （� 10,000）
中村　芳弘� （� � 3,000）

田中　幸男� （� 10,000）
土谷　信一� （� 10,000）
高津　清信� （� 10,000）
浅井　定雄� （� � 5,000）
大畠　輝雄� （� � 5,000）
渡邊　潤一� （� � 5,000）
国原　利男� （� � 3,000）
山田　忠正� （� � 2,000）
渡辺　浩正� （� � 2,000）
田中　昇� （� � 1,000）
田中　弘子 /修 /裕士 /理美��
� （� � 4,000）
上田　清司� （� � 1,000）
加藤　文保� （� � 1,000）
龍山　尚之� （� � 2,000）
小山　ミツ子 /徹 /景子� �
� （� � 5,000）

� 東京新潟県人会　事務局
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第 24 回「作品展」開催の御礼

10
月
度
会
館
利
用
状
況

１
㈯	

	「
首
・
佐
渡
伝
統
芸
能
の

集
い
」
実
行
委
員
会

	
村
上
高
校
同
窓
会
関
東
支
部

２
㈰	

ほ
お
ず
き
の
会

	

東
京
弥
彦
村
人
会

	

お
け
さ
友
愛
会

	

巻
高
等
学
校
同
窓
会
東
京
支
部

３
㈪	

文
化
委
員
会

	

お
け
さ
ク
ラ
ブ

４
㈫	

三
洋
電
機
洋
友
会

	

正
副
会
長
会
議
常
務
理
事
会

５
㈬	

佐
渡
市
東
京
事
務
所

	

首
都
圏
佐
渡
連
合
会

	

（
一
社
）国
際
環
境
研
究
協
会

６
㈭	

洋
友
会	

東
京
地
区	

総
会

７
㈮	

歌
声
ク
ラ
ブ

８
㈯	

東
京
良
寛
会

	

東
京
六
華
会

	

東
京
出
雲
崎
会

	

東
京
浦
川
原
会

９
㈰	

	

長
岡
農
業
高
校
同
窓
会

東
京
支
部	

役
員
会

	

東
京
松
代
会

11
㈫	

三
洋
電
機
洋
友
会

12
㈬	

吉
乃
川

13
㈭	

文
化
委
員
会

14
㈮	

広
報
委
員
会

15
㈯	

シ
ャ
ト
ル
の
会

	

東
京
牧
村
会

	
	

加
茂
農
林
高
等
学
校
同

窓
会
東
京
支
部

	

え
ち
ご
妙
高
会

ク
ラ
ブ
活
動
の
ご
案
内

◎
お
け
さ
ク
ラ
ブ

代
表
：
河
野
テ
ル
子

問
い
合
わ
せ
：

	

０
９
０-

５
２
０
９-

６
２
３
９

日
時
：

12
月
５
日（
月
）・
12
月
22
日（
木
）

13
時
30
分
か
ら

会
場
：
県
人
会
館
２
階
ホ
ー
ル

◎
歌
声
ク
ラ
ブ

代
表
：
柳
　
政
直

問
い
合
わ
せ
：

	

０
９
０-

３
５
４
４-

３
７
６
８

日
時
：
12
月
９
日（
金
）14
時
か
ら

会
場
：
県
人
会
館
２
階
ホ
ー
ル

※	

毎
月
「
第
２
週
目
金
曜
日
」

に
実
施
予
定
で
す
。

事務局からのお知らせ

　東京新潟県人会「第 24 回作品展」は、去る 10 月 29 日（土）から 31 日（月）の３日間にわたり、県人会館２
階ふれあいふるさとホールにおいて開催いたしました。
　長引く「新型コロナウイルス」の感染者数は、減少傾向がみられ、行政指導も緩和され、明るい状況となりま
した。
　しかしながら、まだまだ予断を許さない厳しい状態であります。
　こうした中で「作品展」はコロナ対策について皆様のご協力を頂き細心の注意を払い、万全の構えで無事開催
することが出来ました。
　開催期間中は、連日多数の方々がご来館され、ご鑑賞頂き、誠にありがとうございます。無事終了するに当たり、
多くの皆様からご好評のお言葉を賜り、実行委員一同万感の思いでございます。
　出展作品は今回のテーマ「輪」に相応しく、創作的力作が多く 98 点の出展をいただきました。
　私共一同、来期に向けて、更なる事業活動を展開して参る所存でございます。今後ともよろしくご支援、ご指
導を賜りますようお願い申し上げまして、御礼の言葉といたします。
　有難うございました。
� 令和４年 11 月吉日　　　　　　　　　　　　　　
� 作品展実行委員会　実行委員長　山本�ミチ子
� 文化委員長　樋口�　　昭

会員名 出身地 紹介者

町屋	瑠璃 旧新津市 WEB
藤下	幸伸 佐渡市戸地 若波会
相馬	敏明 鹿瀬町 多田	治夫
澤野	　修 津川町 坂田	純一
小原	珠代 上越市春日新田 坂田	純一
小野澤	一成 南魚沼市 山﨑	ヤス

新入会員のご紹介10月分新入会員のご紹介10月分（敬称略）（敬称略）
（出身地は合併前の名称も使っています）

16
㈰	

	「
首
・
佐
渡
伝
統
芸
能
の

集
い
」
実
行
委
員
会

	

東
京
津
川
会

17
㈪	

新
潟
お
け
さ
会

	

組
織
委
員
会

18
㈫	

三
洋
電
機
洋
友
会

20
㈭	

Ｊ
Ｔ
Ｂ
協
定
旅
館
ホ
テ
ル
連
盟

	

お
け
さ
ク
ラ
ブ

	

桂
歌
助	

一
笑
会

22
㈯	

若
波
会

	

東
京
良
寛
会

	

業
種
間
交
流
会

	
東
京
鹿
瀬
会

	
六
日
町
高
校
東
京
同
窓
会

	

松
代	
伊
沢
会

23
㈰	

カ
ラ
ス
踊
り
大
会

25
㈫	

三
洋
電
機
洋
友
会

	

佐
渡
市
東
京
事
務
所

	

財
団
理
事
会

26
㈬	

組
織
委
員
会
／
財
務
委
員
会

27
㈭
〜
31
㈪

	

文
化
委
員
会
／
作
品
展

卓
話
の
時
間
の
ご
案
内

日
時
：
１
月
13
日（
金
）15
時
か
ら

卓
話
者
：
藤
﨑
一
郎

	

（
日
米
協
会
会
長
）

テ
ー
マ
：
未
定

訃
報

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。

佐
伯	

益
一
様
（
97
歳
）

　
東
京
鹿
瀬
会
会
員

　
令
和
４
年
８
月
10
日

（	10	）



令和５年　新年祝賀会のご案内
東京新潟県人会　会長　小林　保廣

実行委員長　鈴木　輝雄
　３年ぶりに新年祝賀会を開催いたします。コロナウイルスが終息しない中での開催です。会場は例年
通りホテル椿山荘東京ですが、ホテルから「１テーブル８人で60テーブルとし合計480人」と制限されま
した。検討の結果今回の参加者は新潟県人会会員に限るとさせて頂きます。毎回各郷人会・同窓会等か
ら多数ご参加頂いており恐縮ではございますが諸事情をご勘案の上ご協力をお願い致します。

…………………………　記　…………………………
　　　　　　　　令和５年　新年祝賀会
　　　　　　　　令和５年１月28日（土）　11時20分開会　受付は10時から
　　　　　　　　ホテル椿山荘東京　バンケット棟５階　グランドホール「椿」
　　　　　　　　文京区関口２－10－８　☎03-3943-1111㈹
　　　　　　　　10,000円
　　　　　　　　※�お申込み頂きましたら振込用紙をお送りいたします。�

入金確認後入場チケットをお送りいたします。
　　　　　　　　令和４年12月20日（火）18時まで
　　　　　　　　◎所定の申込みフォームにてお申込みお願いします。
　　　　　　　　・ファックスまたは郵送の場合は、申込み用紙をご利用ください。
　　　　　　　　・�メールの場合、事務局にメールしてください。申込みフォームを添付して

返信します。E-mail:info@niigatakenjinkai.com
　　　　　　　　※お名前の入力間違いを防ぐ為、できるだけ、メールにてお送りください。
　　　　　　　　令和５年１月23日（月）から、キャンセル料100％かかります。
　　　　　　　　◎申込み締切は、令和４年12月20日（火）18時までです。
　　　　　　　　◎申込み用紙は、事務局に用意しておりますので、お問い合わせください。
　　　　　　　　◎�申込み多数の場合は、実行委員会で調整させていただきますので、ご承知おき願います。

名　　称
開催日時
会　　場

会　　費

申込み締切
申込み方法

キャンセル
アトラクション

〒112-8680　東京都文京区関口２-10-８
TEL　03-3943-1111（代表）
https://hotel-chinzanso-tokyo.jp/

東京メトロ 有楽町線「江戸川橋駅」1a 番出口より徒歩 約 10 分
JR 山手線　 「目白駅」目白駅前より都バス白 61 系「新宿駅西口行き」 

「ホテル椿山荘東京前」下車（約 10 分）

最寄駅からタクシーで
　目白駅、池袋駅、高田馬場駅、飯田橋駅、茗荷谷駅、東西線早稲
田駅より約 15 分

ホテル椿山荘東京《会場へのご案内》

ホテル椿山荘東京

（�11�）



▶
1日（木）～4日（日）

初日13：00から
最終日16：00まで

ネスパス 師走の市
ふわふわで香ばしい揚げしんじょうは魅力たっぷり。おでんの具としても最高です！ 年末のご用意に、村上の鮭製品や魚沼の日本
酒「イットキー（IT'S THE KEY）生酒しぼりたて」も販売します。また、久しぶりにかわいい苔玉が店頭を飾ります。クリスマス
やお正月用におひとついかがでしょうか！

▶
8日（木）～11日（日）

初日13：00から
最終日16：00まで

十日町 手しごとや　素材道具作品展示販売＋手織り教室
十日町で結成されたグループ「手しごとや」が今年もやってまいります。織物産地ならではの手芸用絹糸をはじめ、手織り機などの
各種織り道具、特産のわら細工製品やマフラーなどの手織り製品を展示販売します。どうぞ、この機会に十日町の織物の魅力をご覧
ください！ ※織物教室は定員になりましたので募集を終了しました。

〈問い合わせ先〉渡貫（わたぬき）TEL.080-6521-3195【主催】十日町手しごとや　十日町市産業政策課

▶
16日（金）～18日（日）

初日10：30から
最終日16：00まで

冬の新潟市南区「おいしさ満載便」
新潟市南区発の冬の味覚と文化をお届け！ 区内の各観光農園より、芳醇な香りととろけるような食感が魅力の幻の西洋梨「ル レ
クチエ」をはじめ、和梨など旬の果実やきのこを数量限定で販売します。きのこの旨味がたまらない「きのこ汁」もお楽しみくだ
さい !! また、新潟市南区伝統の和凧やお土産におすすめのお菓子も取り揃えて、皆様のお越しをお待ちしております。※17 日（土）・
18 日（日）は就農相談も開催いたします。【主催】新潟市南区観光協会　新潟市南区産業振興課

▶
23日（金）～25日（日）

初日13：00から
最終日16：00まで

糸魚川冬フェスタ
糸魚川市から、自然豊かな特産品をお届けします。新潟県産の南蛮えびを使った旨味たっぷりの「えび汁」、糸魚川名物「ブラック
焼きそば」、新米コシヒカリのおにぎり、ひすい麺やひすい製品など自慢の品々を取り揃えます。さらに屋外テントでは、気温の寒
暖差が激しい地域で収穫された新米や地元の野菜などを販売しますので、この機会にぜひネスパスにお立ち寄りください !!

【主催】糸魚川うまいもん会

正
副
会
長
会
（
10
月
定
例
）

令
和
4
年
10
月
４
日（
火
）

一
、
９
月
議
事
録
確
認

二
、
３
ヶ
月
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

確
認

三
、
９
月
予
算
状
況
報
告

四
、「
和
楽
お
け
さ
会
」同
好

会
申
請
常
務
理
事
会
審
議

五
、「
同
好
会
」細
則
の
改
定

常
務
理
事
会
に
て
審
議

六
、「
慶
弔
規
定
」細
則
改
定

理
事
以
上
を
対
象
慶
弔
規

定
廃
止
も
含
め
総
務
委
員

会
で
協
議

七
、
令
和
５
年
新
年
祝
賀
会

実
行
計
画
に
つ
い
て
具
体

的
役
割
分
担
等
細
部
を
提

案
し
質
疑
応
答
及
び
審
議

八
、
他
報
告
は
常
務
理
事
会

常
務
理
事
会
（
10
月
定
例
）

令
和
4
年
10
月
4
日（
火
）

一
、
９
月
議
事
録
確
認

二
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
確
認

三
、
９
月
予
算
状
況
報
告
、

会
員
数
を
毎
月
正
し
い
情

報
と
し
前
月
差
を
記
載

四
、
懸
案
事
項

１
、「
和
楽
お
け
さ
会
」に

つ
い
て
今
回
は
申
請
撤
回
。

伝
統
芸
能
を
守
る
に
は
等

県
人
会
活
動
あ
り
方
意
見

２
、「
同
好
会
」細
則
の
改

定
再
度
検
討
し
次
回
提
案

３
、「
慶
弔
規
定
」細
則
の

改
定
正
副
会
長
会
で
の
意

見
を
踏
ま
え
次
回
再
提
案

４
、
令
和
５
年
新
年
祝
賀

会
計
画
に
つ
い
て
　
会
員

主
体
、
来
賓
は
最
低
限
と

大
筋
の
計
画
承
認

五
、
各
委
員
会
報
告

・
総
務
委
員
会
／
卓
話
の
時

間
は
隔
月
開
催
・
財
務
委

員
会
／
県
人
会
と
財
団
の

経
理
内
容
が
会
員
に
理
解

さ
れ
る
様
に
す
る
・
文
化

委
員
会
／
10
月
29
日
～
31

日
作
品
展
開
催
飲
物
等
を

用
意
・
組
織
委
員
会
／
郷

人
会
役
員
と
交
流
会
・
広

報
委
員
会
／
県
人
会
誌
11

月
号
入
稿
・
女
性
委
員
会

／
芸
能
大
会
中
止
・
特
養

ホ
ー
ム
慰
問
中
止

六
、
事
務
局

　
会
議
室
利
用
状
況
報
告

　
新
潟
清
酒
酒
瓶
展
示

　
来
年
度
カ
レ
ン
ダ
ー
の
作

成
要
望
が
あ
り
次
回
検
討

財
団
理
事
会
（
10
月
定
例
）

令
和
4
年
10
月
25
日（
火
）

一
、
９
月
議
事
録
確
認

二
、
９
月
収
支
・
支
払
状
況

三
、
評
議
員
堀
氏
の
後
任
、

富
山
修
一
氏
（
中
央
ビ
ル

デ
ィ
ン
グ（
株
）会
長
）
を

推
薦
提
案
が
あ
り
了
承

四
、
地
下
１
階
サ
ブ
リ
ー
ス

テ
ナ
ン
ト
契
約
書
が
報
告

文
化
委
員
会
（
10
月
定
例
）

令
和
4
年
10
月
13
日（
木
）

一
、
第
35
回
文
化
講
演
会
講

師
、
宮
田
亮
平
前
文
化
庁

長
官
内
定

二
、
第
24
回
作
品
展
準
備

三
、
カ
レ
ン
ダ
ー
作
成
な
し

広
報
委
員
会
（
10
月
定
例
）

令
和
4
年
10
月
14
日（
金
）

一
、
榊
委
員
よ
り
WEB
広
報
活

動
に
つ
い
て
報
告

　
Ｈ
Ｐ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の

現
況
報
告
と
質
疑
応
答

二
、
新
年
祝
賀
会
開
催
11
月

号
県
人
会
誌
で
開
催
告
知

三
、
11
月
号
進
行
状
況
確
認

四
、
12
月
号
の
編
成
と
進
行

予
定
に
つ
い
て

組
織
委
員
会
（
10
月
定
例
）

令
和
4
年
10
月
17
日（
月
）

一
、
第
５
回
交
流
会
報
告

二
、
入
会
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で

本
日
付
現
在
39
名
入
会

三
、
令
和
４
年
会
員
証
に
つ

い
て
今
期
は
発
行
見
合
わ

せ
財
務
委
員
会

令
和
4
年
９
月
28
日（
水
）

一
、
年
会
費
見
直
し

　
財
務
委
員
会
の
草
案
作
成

二
、
事
務
局
給
与
及
び
採
用

に
つ
い
て
11
月
上
旬
に
事

務
局
担
当
副
会
長
と
財
務

委
員
と
で
話
合
の
場
を
設

け
る

ネスパスでは、地元・新潟の季節の食材や話題の物産などを紹介するイベントを開催しています。食をはじめとする新潟県の魅力に触れていただけるよう、さまざまな催しも
ご用意しておりますので、表参道にお越しの際は、ぜひお立ち寄りください。新型コロナウイルス感染症などの影響により、イベント開催や出店者ならびに販売商品が変更と
なる場合がございますので、あらかじめホームページ等でご確認の上、ご来館ください。

B１F お食事処「新潟食楽園」 TEL 03-5775-4322

１F イベントスペース
 物産販売「新潟食楽園」 TEL 03-5775-4332
 会席・和食「にいがたの味　静香庵」
 TEL 03-5771-8500

２F （公社）新潟県観光協会 東京観光センター
 にいがた暮らし・しごと支援センター
 TEL 03-5771-7713、03-5771-7755

◇東京メトロ「表参道駅」A2出口より 徒歩１分
◇JR山手線「原宿駅」表参道口より　徒歩10分

■TEL：03-5771-7711  （代）　■FAX：03-5771-7712
■E-mail：nespace@nico.or.jp
■URL  https://www.nico.or.jp/nespace/

公益財団法人にいがた産業創造機構

ネスパス で検索!

ネスパス イベント情報ネスパス イベント情報
開催時間　10：30～18：00 ※初日と最終日以外

表参道・新潟館
▶▶▶　　No．00294No．00294

12月

会
議
・
委
員
会
報
告

（ 12 ）

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示



で
し
ょ
う
。

　
被
り
物
、
装
飾
品
も
全
て
出
演

者
一
人
一
人
の
手
作
り
で
意
気
込

み
を
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
更
に
は

若
波
会
と
友
好
団
体
で
あ
る
長
岡

工
業
高
校
同
窓
会
の
方
に
よ
る

【
か
っ
ぽ
れ
】
は
「
首
都
圏
・
佐

渡
伝
統
芸
能
の
集
い
」
に
大
い
に

華
を
添
え
て
頂
き
ま
し
た
。

◉
特
別
寄
稿
◉

「
令
和
四
年・首
都
圏・佐
渡
伝
統
芸
能
の
集
い
」を
終
え
て

�

実
行
委
員
会
　斉
藤�

実

頭
部
を
付
け
、
口
上
を
述
べ
な
が

ら
踊
る
奇
異
な
ス
タ
イ
ル
に
初
め

て
観
ら
れ
た
方
は
ビ
ッ
ク
リ
も
し

た
で
し
ょ
う
。

　
私
は
久
々
に
観
る
『
春
駒
』
の

踊
り
に
子
供
の
頃
の
遠
い
昔
を
思

い
出
し
ま
し
た
。
正
月
が
過
ぎ
る

と
、
一
軒
一
軒
回
っ
て
踊
る
春
駒

の
後
を
数
人
の
子
供
た
ち
が
囃
し

立
て
な
が
ら
追
い
か
け
て
行
く
、

そ
ん
な
光
景
が
懐
か
し
く
目
に
浮

か
ん
で
来
ま
し
た
。

「
佐
渡
伝
統
芸
能
の
集
い
」
に

大
い
に
華
を
添
え
た【
か
っ
ぽ
れ
】

　
又
「
古
調
相
川
音
頭
」
は
日
頃

見
慣
れ
て
い
る
勇
ま
し
い
源
平
軍

談
記
の
｛
相
川
音
頭
｝
よ
り
は
時

代
が
古
い
と
言
わ
れ
て
お
り
、
一

人
一
人
の
素
朴
な
衣
装
と
こ
ん
な

も
の
を
被
っ
て
踊
る
の
か
ビ
ッ
ク

リ
す
る
被
り
物
、
踊
り
は
素
朴
で

且
つ
神
秘
的
な
も
の
を
感
じ
ま
し

た
。
是
を
踊
れ
る
の
は
首
都
圏
で

は
今
日
踊
っ
て
頂
い
た
団
体
だ
け

全
体
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容
は

さ
ら
に
充
実
豊
富
に

　
10
月
16
日
、
県
人
会
館
ホ
ー
ル

で
昨
年
に
引
き
続
き
、
佐
渡
伝
統

芸
能
の
集
い
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容
も
豊
富

で
、
い
つ
も
の
佐
渡
民
謡
の
他
に

今
で
は
佐
渡
に
於
い
て
も
中
々
演

じ
ら
れ
な
く
な
っ
て
来
て
い
る

『
佐
渡
の
新
春
門
付
け
芸
「
春
駒

（
ハ
リ
ゴ
マ
）」』
や
「
古
調
相
川

音
頭
」
を
観
賞
出
来
た
事
は
大
変

良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
『
春
駒
』
は
そ
の
年
の
豊

作
や
大
漁
な
ど
を
願
い
、
正
月
に

門
付
け
を
行
う
芸
能
で
、
か
つ
て

は
全
国
各
地
で
行
わ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
現
在
は
佐
渡
を
含
め
僅
か

数
箇
所
で
継
承
さ
れ
て
い
る
だ
け

で
す
。

　
佐
渡
の
春
駒
は
二
人
一
組
で
そ

の
内
の
一
人
の
踊
り
手
は
顔
の
歪

ん
だ
木
製
の
面
を
つ
け
て
い
る
の

が
特
徴
で
す
。
踊
り
手
が
顔
の
歪

ん
だ
面
を
被
り
、
お
尻
に
は
馬
の

フ
ィ
ナ
ー
レ
は

恒
例
「
佐
渡
お
け
さ
の
輪
踊
り
」

　
恒
例
の
全
員
参
加
の
『
皆
で
踊

ろ
う
佐
渡
お
け
さ
の
輪
踊
り
』
は

踊
り
足
り
な
か
っ
た
人
も
い
た
で

し
ょ
う
が
時
間
を
調
整
し
、
終
演

と
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
帰
り
際
の
参
加
者
に
「
楽
し

か
っ
た
よ
、
子
供
の
頃
の
故
郷
を

思
い
出
し
た
よ
」、「
良
か
っ
た

よ
」、「
又
次
回
も
呼
ん
で
よ
」等
々

多
く
の
参
加
者
に
声
を
掛
け
ら
れ

ホ
ッ
と
し
ま
し
た
。

　
首
都
圏
に
お
い
て
佐
渡
伝
統
芸

能
を
保
存
、
継
承
し
て
行
く
こ
と

は
年
々
難
し
く
な
っ
て
来
て
い
る

よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
が
、
誰
か

が
引
き
継
い
で
い
か
な
く
て
は
な

ら
な
い
、
そ
し
て
「
首
都
圏
か
ら

ふ
る
さ
と
佐
渡
を
発
信
！
」
し
続

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
度
の
「
首
都
圏
・
佐
渡
伝

統
芸
能
の
集
い
」
に
ご
協
力
頂
き

ま
し
た
全
て
の
皆
様
に
心
か
ら
感

謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「古調相川音頭」北本おけさ会

「佐渡の祝い歌」東京湊木遣り愛好会

「佐渡の新春門付け芸」
佐渡・草の会東京支部

「佐渡おけさ」若波会

「佐渡おけさ輪踊り」参加者全員

（ 13 ）



粟島浦村

村上市

関川村胎内市
聖籠町

新発田市
阿賀野市

五泉市 阿賀町

新潟市

加茂市

田上町弥彦村
燕市

三条市見附市出雲崎町

刈羽村

柏崎市
長岡市

小千谷市 魚沼市

南魚沼市
十日町市

津南町

湯沢町

上越市

妙高市
糸魚川市

佐渡市

市
町
村

だ
よ
り

第
２
４
１
回

ふ
る
さ
と
新
潟

７
エ
リ
ア
に

点
在
し
て
い
る

色
々
な
情
報
を

お
届
け
し
ま
す

新潟市
北区 東区 中央区 江南区
秋葉区 南区 西区 西蒲区

中
越
２

魚
沼
・
十
日
町
エ
リ
ア

中
越
１

長
岡
・
柏
崎
エ
リ
ア

佐
渡

佐
渡
島
エ
リ
ア

「
南
魚
沼
、
本
気
丼
」

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
開
催

し
て
い
ま
す

�

（
南
魚
沼
市
）

良
寛
と
夕
日
の
丘
公
園

�

（
出
雲
崎
町
）

◎
本
気
丼
と
は「
産
地
に
し

か
で
き
な
い
こ
と
」を
テ
ー

マ
に
、南
魚
沼
産
コ
シ
ヒ
カ

リ
を
お
腹
い
っ
ぱ
い
味
わ
っ

て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
を
込

め
て
始
ま
っ
た「
食
に
よ
る

ま
ち
お
こ
し
事
業
」で
す
。

◎
８
年
目
を
迎
え
た
今
年

は
、南
魚
沼
市
内
51
店
舗
か

ら
そ
れ
ぞ
れ
の
こ
だ
わ
り
が

詰
ま
っ
た
本
気
の
丼
が
出
揃

い
ま
し
た
。
南
魚
沼
が
全
国

に
誇
る
コ
シ
ヒ
カ
リ
を
使
用

し
た
、こ
こ
に
し
か
な
い
食

体
験
を
提
供
し
ま
す
。

◎
今
年
は
令
和
５
年
１
月
10

日
か
ら
市
内
ス
キ
ー
場
の
ゲ

レ
ン
デ
内
レ
ス
ト
ラ
ン
で
も

本
気
丼
を
提
供
し
ま
す
。
更

にInstagram

を
使
っ
た

ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
も
実
施
！
詳
し
く
は
左
記

の
二
次
元
コ
ー
ド
、も
し
く

は「
本
気
丼
」で
検
索
し
て
く

だ
さ
い
。

南
魚
沼
市
観
光
協
会

☎
０
２
５-

７
８
３-

３
３
７
７

◎
上
越
新
幹
線
開
通
を
記
念

し
て
昭
和
57
年
に
県
民
の
応

募
に
よ
り
選
定
さ
れ
た
新
潟

県
景
勝
百
選
。
そ
の
中
か
ら

見
事
第
一
位
に
当
選
し
た
の

が「
良
寛
と
夕
日
の
丘
公
園
」

か
ら
望
む
日
本
海
と
佐
渡
の

景
観
で
す
。
正
面
に
は
佐

渡
ヶ
島
と
日
本
海
、眼
下
に

は
妻
入
り
の
街
並
を
眺
め
る

こ
と
が
で
き
る
絶
景
ス
ポ
ッ

ト
で
す
。公
園
の
付
近
に
は
、

良
寛
記
念
館
と
お
食
事
処

「
夕
日
庵
」と
い
う
観
光
ス

ポ
ッ
ト
が
ご
ざ
い
ま
す
。

◎「
良
寛
記
念
館
」で
は
、出

雲
崎
で
生
ま
れ
た
江
戸
時
代

後
期
の
禅
僧
で
あ
る
良
寛
の

史
料
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

「
夕
日
庵
」は
、今
年
４
月
に

開
店
し
た
飲
食
店
で
、出
雲

崎
の
食
材
を
使
用
し
た
料
理

の
提
供
や
出
雲
崎
の
お
土
産

品
の
販
売
を
し
て
お
り
ま

す
。
出
雲
崎
町
に
お
越
し
の

際
は
、ぜ
ひ
絶
景
を
眺
め
に

良
寛
と
夕
日
の
丘
公
園
へ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

良
寛
記
念
館

☎
０
２
５
８-

７
８-

２
３
７
０

お
食
事
処 

夕
日
庵

☎
０
２
５
８-

７
８-

３
１
１
５

◎
㈱
タ
カ
ラ
ト
ミ
ー
か
ら
発

売
中
の
「
人
生
ゲ
ー
ム
　

ゴ
ー
ル
デ
ン
ド
リ
ー
ム
」と

コ
ラ
ボ
し
た
ス
ラ
ン
プ
ラ

リ
ー
を
、令
和
５
年
５
月
31

日（
水
）ま
で
開
催
中
で
す
。

◎
か
つ
て
日
本
最
大
の
金
銀

山
と
し
て
栄
え
た
佐
渡
金
山

の
史
跡
を
誇
る「
リ
ア
ル

ゴ
ー
ル
デ
ン
ア
イ
ラ
ン
ド
」

で
あ
る
佐
渡
島
を
人
生
ゲ
ー

ム
の
コ
ー
ス
に
見
立
て
て
、

「
黄
金
の
島
」で「
黄
金
の
お

宝
」を
探
し
な
が
ら
島
を
巡

る
と
い
う
ゲ
ー
ム
さ
な
が
ら

の
体
験
を
、ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
を
通
し
て
行
っ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

◎
参
加
方
法
は
、島
内
３
カ

所
で
貰
え
る
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
台
紙
に
、そ
れ
ぞ
れ
の

場
所
に
設
置
さ
れ
た
ス
タ
ン

プ
を
押
し
、３
つ
全
部
揃
っ

た
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
応
募
で

き
る
と
い
う
も
の
で
す
。
応

募
者
の
中
か
ら
抽
選
で
１
名

様
に「
純
金
製
自
動
車
コ
マ
」

＆「
銀
製
人
物
ピ
ン
」を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

佐
渡
観
光
交
流
機
構

☎
０
２
５
９-

２
３-

５
２
３
０

佐
渡
島
が
リ
ア
ル
人
生

ゲ
ー
ム
の
舞
台
に
！

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
開
催

�

（
佐
渡
市
）
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下
越
２

新
潟
・
阿
賀
エ
リ
ア

下
越
１

村
上
・
新
発
田
エ
リ
ア

上
越

上
越
・
糸
魚
川
エ
リ
ア

県
央弥彦

・
三
条
エ
リ
ア

◎
会
津
藩
の
水
運
拠
点
と
し

て
栄
え
た「
津
川
河
港
」。
そ

の
津
川
の
地
に「
現
代
の
か

わ
み
な
と
」と
し
て「
し
ご

と
・
ま
な
び
場w

ith

ブ
ッ
ク

カ
フ
ェ
風
舟
」が
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。
清
川
高
原
保
養

セ
ン
タ
ー
、県
立
阿
賀
黎
明

高
等
学
校
の
地
域
み
ら
い
留

学
生
の
た
め
の
学
生
寮「
緑

泉
寮
」と
同
じ
エ
リ
ア
に
誕

生
し
た
新
た
な
交
流
拠
点
で

す
。
地
元
の
中
・
高
校
生
が

勉
強
を
し
た
り
、カ
フ
ェ
に

立
ち
寄
っ
て
の
ん
び
り
過
ご

し
た
り
、コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス

ペ
ー
ス
で
仕
事
や
勉
強
を
す

る
人
。
こ
の
場
で
出
会
っ
た

人
か
ら
何
か
を
学
ん
だ
り
、

知
ら
な
い
こ
と
に
出
会
っ
た

り
。
入
館
は
無
料
。
集
中
ス

ペ
ー
ス（
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス

ペ
ー
ス
）は
２
時
間
500
円
、一

日
1000
円
。
温
泉
入
浴
付
き
１

日
プ
ラ
ン
は
1500
円
。
暮
ら
す

よ
う
に
旅
を
す
る
ワ
ー
ケ
ー

タ
ー
の
方
に
お
勧
め
で
す
。

ま
た
一
箱
オ
ー
ナ
ー
制
度

「
緒（
い
と
ぐ
ち
）」の
オ
ー

ナ
ー
も
随
時
募
集
し
て
い
ま

す
。

阿
賀
町
京
ノ
瀬
４
８
５
１

☎
０
９
０-

５
５
３
４-

１
１
２
７

江
戸
時
代
、
会
津
藩
の

水
運
拠
点
と
し
て
栄
え

た
「
津
川
河
港
」

�

（
阿
賀
町
）

◎
新
発
田
駅
す
ぐ
近
く
に
新

名
所
が
登
場
で
す
。
１
７
９

０（
寛
政
２
）年
創
業
の
市
島

酒
造
が
、同
社
の
フ
ラ
ッ
グ

シ
ッ
プ「
王
紋
」の
名
を
と
り

王
紋
酒
造
と
し
て
生
ま
れ
変

わ
り
ま
し
た
。
看
板
商
品
で

あ
る「
王
紋
」の
ほ
か
、蔵
元

初
代
の
名
を
持
つ「
秀
松
」や

す
べ
て
純
米
規
格
の「
夢
」、

ワ
イ
ン
の
よ
う
な
味
わ
い
を

も
つ「
か
れ
ん
」な
ど
、幅
広

い
種
類
の
日
本
酒
を
製
造
・

販
売
し
て
い
ま
す
。

◎
ま
た
、同
酒
造
敷
地
内
に

「
体
感
型
酒
蔵
リ
ゾ
ー
ト 

五

階
菱
」が
オ
ー
プ
ン
。
コ
ン

シ
ェ
ル
ジ
ュ
に
よ
る
利
き
酒

や
試
飲
体
験
の
ほ
か
、プ
ロ

ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ

が
楽
し
め
ま
す
。
日
本
酒
以

外
の
地
元
み
や
げ
を
豊
富
に

取
り
扱
う
エ
リ
ア
や
こ
だ
わ

り
の
メ
ニ
ュ
ー
が
並
ぶ
カ

フ
ェ
も
併
設
し
て
い
る
の

で
、お
酒
を
飲
ま
な
い
方
や

お
子
様
連
れ
の
ご
家
族
な

ど
、さ
ま
ざ
ま
な
方
に
オ
ス

ス
メ
の
施
設
で
す
。

五
階
菱

新
発
田
市
諏
訪
３-

１-

17

☎
０
２
５
４-

２
２-

５
１
５
０

王
紋
酒
造

早
く
も
新
観
光
名
所

に
！�

（
新
発
田
市
）

冬
は
あ
っ
た
か

　妙
高

高
原
温
泉
郷
七
五
三
の

湯
へ�

（
妙
高
市
）

◎
妙
高
山
麓
に
あ
る
７
つ
の

温
泉（
赤
倉
、新
赤
倉
、池
の

平
、妙
高
、杉
野
沢
、関
、燕
）

を「
妙
高
高
原
温
泉
郷
」と
い

い
ま
す
。
こ
の
う
ち
赤
倉
温

泉
と
新
赤
倉
温
泉
は
同
じ
北

地
獄
谷
を
、妙
高
温
泉
と
池

の
平
温
泉
は
同
じ
南
地
獄
谷

を
源
泉
と
し
て
い
る
た
め
、

源
泉
で
数
え
る
と
５
つ
あ

り
、５
つ
の
泉
質
／
効
能
を

楽
し
め
ま
す
。
ま
た
、温
泉

の
色
に
も
特
徴
が
あ
り
、透

明
な
温
泉
の
ほ
か
に
乳
白
色

の
燕
温
泉
、赤
褐
色
の
関
温

泉
、黒
泥
色
の
池
の
平
温
泉

（
一
部
）と
３
種
の
色
を
体
験

で
き
る
こ
と
か
ら
、「
妙
高

七
五
三（
な
ご
み
）の
湯
」と

呼
ん
で
い
ま
す
。
日
帰
り
入

浴
施
設
の
他
、立
ち
寄
り
入

浴
の
で
き
る
宿
泊
施
設
も
あ

り
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
湯
め
ぐ

り
を
お
楽
し
み
下
さ
い
。

妙
高
観
光
局
　
妙
高
ツ
ー
リ
ズ
ム

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

☎
０
２
５
５-

８
６-

３
９
１
１

https://m
yokotourism

.jp/

onsen/

◎
御
祭
神
は
天
照
大
御
神
の

御
曾
孫
に
あ
た
る
天
香
山
命

（
ア
メ
ノ
カ
ゴ
ヤ
マ
ノ
ミ
コ

ト
）で
す
。
神
武
天
皇
が
国

家
統
一
を
終
え
、大
和
の
橿

原
の
宮
で
ご
即
位
に
な
ら
れ

た
4
年
後
に
越
後
地
方
の
開

拓
経
営
の
命
を
受
け
、本
海

の
荒
海
を
舟
で
渡
ら
れ
、越

の
国
の
野
積
浜
に
ご
上
陸
に

な
ら
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

漁
民
塩
を
作
る
こ
と
や
網
、

釣
針
を
用
い
て
魚
を
獲
る
術

を
教
え
ら
れ
ま
し
た
。
さ
ら

に
弥
彦
に
宮
居
を
定
め
て
か

ら
蛮
族
を
平
定
さ
れ
、住
民

に
稲
作
の
道
を
ご
指
導
遊
ば

れ
ま
し
た
。
ま
た
、６
代
の

御
子
孫
も
協
力
、継
承
し
て
、

越
後
地
方
の
産
業
文
化
の
基

礎
を
造
ら
れ
ま
し
た
。
つ
ま

り
越
後
開
拓
・
文
化
産
業
の

始
祖
神
で
す
。
彌
彦
神
社
は

越
後
開
拓
の
神
と
仰
ぎ
、こ

の
地
に
奉
祀
し
た
の
が
は
じ

ま
り
で
す
。
社
記
に
よ
れ
ば

和
銅
４
年（
711
年
）の
詔
に
よ

り
神
域
を
拡
げ
、社
殿
を
造

営
し
た
と
あ
り
、こ
の
時
す

で
に
神
社
が
創
建
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

弥
彦
村
役
場
　
西
蒲
原
郡
弥
彦
村

大
字
矢
作
402
番
地

☎
０
２
５
６-

９
４-

３
１
３
１

彌
彦
神
社
の
御
祭
神

�
（
弥
彦
村
）
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　十
月
三
十
日（
日
）東
京
ガ
ー
デ
ン
パ
レ

ス
に
て
神
田
一
秋
町
長
、澤
野
修
県
議
会

議
員
、地
元
関
係
者
、郷
人
会
を
含
め
大
勢

の
参
加
者
と
新
潟
県
人
会
代
表
と
し
て
、

廣
川
高
志
副
会
長
の
ご
列
席
を
頂
き
ま
し

た
。「
東
京
津
川
会
」の
名
称
も
今
回
が
最

後
の
総
会
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
会
は
平

成
七
年
十
月
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
が
各
市

町
村
の
平
成
大
合
併
後
、郷
人
会
だ
け
は

故
郷
の
愛
着
が
根
強
く
今
日
ま
で
に
至
り

ま
し
た
が
来
年
度
か
ら
鹿
瀬
会
、三
川
会
、

上
川
会
と
四
つ
の
会
が
名
称
と
親
し
み
を

込
め「
東
京
阿
賀
町
会
」と
な
る
方
向
で
動

い
て
い
る
状
況
で
す
。
東
京
津
川
会
に
ご

出
席
頂
い
た
皆
様
も
異
口
同
音
新
年
度
か

ら
四
つ
の
会
と
結
束
を
密
に
し
て
東
京
阿

賀
町
会
を
盛
り
上
げ
る
と
同
時
に
阿
賀
町

関
係
者
と
の
交
流
を
積
極
的
に
行
動
す
る

機
会
を
確
認
し
な
が
ら
東
京
津
川
会
総
会

を
完
了
致
し
ま
し
た
。

会員各位
� 東京新潟県人会�組織委員会
� 担当副会長　多田�治夫
� 担当副会長　遠藤�哲夫
� 委員長　坂田�純一

令和 4 年度会員証発行の中止とお詫び

　日増しに寒くなってまいりました。会員の皆様にはお変わりなく、お過ごしのこととお喜び申し上げます。
　さて令和４年度の会員証ですが、組織委員会が今年５月から入会キャンペーンと郷人会役員との交流会を
同時にスタートさせて時間を取られたこと、また特典のメーンであるネスパスに対応する新たな協力店を開
拓できなかったことにより時間切れとなりました。よって今期発行を見合わせ、会員証の様式も含めて来期
に万全を期したいと思います。
　なお、お手持ちの会員証の裏面には「有効期限は令和４年６月末」となっておりますが、現在の会員の皆
様はそのままお持ちいただき、今期発行しないことによる不都合が生じた場合は組織委員会が責任を持って
対応したいと思いますので、県人会事務局にご連絡ください。

第 35 回 文化講演会のご案内

講　師：宮田�亮平氏（前文化庁長官）　　日　時：令和５年２月９日（木）　午後２時〜４時
入場料：500 円　　演題等、詳細は会報令和５年１月号にご案内いたします。
� 企画　文化委員会

第
二
十
六
回
「
東
京
津
川
会
」

�

総
会
・
ふ
る
さ
と
津
川
会

�

会
長
　赤
城�

三
男

　日
時
：
10
月
30
日（
日
）
11
時
40
分

　場
所
：
東
京
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

（�16�）



新
潟
縣
人

二
〇
二
二
年
十
二
月
号

定
価
三
〇
〇
円 （
送
料
別
）

発
行 

東
京
新
潟
県
人
会

編
集 

東
京
新
潟
県
人
会
広
報
委
員
会

〒
一
一
〇
―
〇
〇
〇
五

東
京
都
台
東
区
上
野
一
―
十
三
―
六

電
話 

○
三（
三
八
三
二
）七
六
一
九
番

Ｆ
Ａ
Ｘ 

○
三（
三
八
三
二
）七
六
三
九
番

振
替 

〇
〇
一
六
〇（
四
）六
二
七
二
四

名
義 

東
京
新
潟
県
人
会

印
刷 

㈱
第
一
印
刷
所
東
京
本
部

　
　  

東
京
都
台
東
区
根
岸
二
―
十
四
―
十
八

編

集

後

記

　
12
月 

師
走 D

ecem
ber

　
令
和
４
年
壬
寅
も
早
や
師
走
に
。

季
節
暦
24
節
気
は
、
小
雪
節
か
ら

大
雪
節
（
12
・
７
～
21
）
へ
。

　
晩
秋
か
ら
初
冬
へ
。
日
本
酒
が

一
段
と
恋
し
く
美
味
し
く
感
じ

ら
れ
る
時
期
。
ふ
る
さ
と
新
潟
の

酒
蔵
で
は
、
愈
々
「
寒
造
り
」
の

仕
込
み
が
始
ま
り
ま
す
。

　
今
号
フ
ロ
ン
ト
頁
（
P3
）
で
は
、

「
酒
博
士
」
と
し
て
知
ら
れ
る 

坂
口
謹
一
郎
博
士
の
登
場
で
す
。 

表
紙
は
、
良
寛
フ
ァ
ン
な
ら
誰
し

も
が
一
度
は
訪
れ
た
い
と
願
っ

て
い
る
か
の
『
五
合
庵
』
の
写
真

を
燕
市
よ
り
ご
提
供
い
た
だ
き

ま
し
た
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

 

（
広
報
委
員
長 

樋
口 

高
士
）

◉
12
月
号
広
告
目
次

　
左
記
の
企
業
の
皆
様
に
は
大
変

な
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

二
幸
産
業
㈱
�
�
�
�
�
�
表
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越
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新
潟
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�
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㈱
加
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田
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�
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�
�
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㈱
八
海
山
�
�
�
�
�
�
�
�
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ホ
テ
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ジ
ュ
ラ
ク
ス
テ
イ
新
潟

�
�
18

第
四
北
越
銀
行
�
�
�
�
�
�
18

東
信
用
組
合
�
�
�
�
�
�
�
18

㈱
本
間
組
�
�
�
�
�
�
�
�
18

Ｂ
Ｓ
Ｎ
新
潟
放
送
�
�
�
�
�
18

日
成
ラ
イ
フ
㈱
�
�
�
�
�
�
18

㈱
第
一
印
刷
所
�
�
�
�
�
�
18

朝
日
酒
造
㈱
�
�
�
�
�
�
表
3

東
京
上
野
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
�
�
表
3

品
川
翔
英
�
�
�
�
�
�
�
表
3

㈱
大
庄
�
�
�
�
�
�
�
�
表
4

e-mail：daiichi-kankyo@mx1.alpha-web.ne.jp
本　社　東京都世田谷区代田 6－6－9－1A　☎03（3468）4114㈹

●　環境ダイイチ　あなたの為に!!

社　長　金　子　秀五郎（燕市出身）

ゴキブリ、ダニ、南京虫、ネズミ
白アリ、樹木害虫、除草作業

衛生害虫駆除請負

☎03-3836-3226・FAX03-3839-4310
☎03-3834-1646

東京都千代田区外神田6-15-11
日東ビルB１F 銀座線末広町駅徒歩１分

東京事務所　上野3-13-9　原田ビル402号室

製粉工場　新潟中央競馬場近く

代表取締役　長谷川　三男（豊栄出身）

へぎそば割烹　越後屋
JR御徒町駅南口昭和54年創業

事業継承（親族、従業員、外部）・Ｍ＆Ａ・事業再生に関わるご相談、
何なりとどうぞ‼（初回無料です）

二次元コードの読み取り方（スマホの方）
1. カメラまたは二次元コード読み取りアプリを起動

2. 撮影画面に二次元コードをかざす

PC の方は
東京新潟県人会ＨＰトップ右下のバナーをクリック！

パソコンでも
スマホでも

会報誌とウェブとの連携
紙では掲載できなかった
　　詳細な情報をウェブに掲載します。

パソコンでも
スマホでも

会議室の予約はウェブで会議室の予約はウェブで

ＰＣ版は県人会のウェブから

（ 17 ）



本　　社　新潟市中央区万代 4 丁目 5 番 15 号
　　　　　TEL ０２５- ２４７- ５１７１

　　代表取締役社長　市　村　　稿　
東京支店　東京都新宿区中里町 29 番地 3
　　　　　TEL ０３- ５２０６- ５６６０

　　執行役員支店長　宮　澤　稲　夫

創ります。人と自然と文明の共存を。

株式会社 本間組
新潟本社　〒951-8650 新潟市中央区西湊町通三ノ町 3300‐3
 TEL　025‐229‐2511（代表）
東京支店　〒101-0033 東京都千代田区神田岩本町４
 TEL　03‐3256‐0921（代表）
　ホームページアドレス　http://www.honmagumi.co.jp

＜【横型】名刺広告（カラー指定）＞ 

 
地域によりそう。 

地域にこたえる。 
地域をうごかす。 

〈東京支店・東京中央支店〉 
中央区日本橋室町 1－6－5(だいし東京ビル 3・4階) TEL 03(3270)4441 

〈池袋支店〉 
豊島区東池袋 3－4－3(NBF池袋イースト 10階)   TEL 03(3981)8221 

「佐渡島の金山」世界遺産登録を応援しています

ふるさと新潟の将来を一緒に考えます

県外にお住まいの方はお得！
「新潟日報電子版」お申し込みはこちら

東京支社 / 東京都千代田区内幸町 2丁目 2番 1号
日本プレスセンタービル２階   TEL.03-5510-5511

（ 18 ）



飲
酒
は
二
十
歳
に
な
っ
て
か
ら
。
お
い
し
く
適
量
を
。

新 潟 県 長 岡 市 朝 日 880 ― 1
T E L . 0 2 5 8 （ 9 2 ） 3 1 8 1

◆全室バストイレ付の個室（３～５名室が中心）
◆JR山手線御徒町駅徒歩５分、地下鉄湯島駅徒歩１分
◆秋葉原電気街、上野公園、東京大学は徒歩５～１０分
料金は季節変動制のため、HPをご確認下さい。

所在地：東京都台東区上野1-13-6(東京新潟県人会館内)
TEL：03-6284-4357

東京上野ユースホステル
2021年新築OPEN！



東
京
新
潟
県
人
会
　
事
務
局
／
電
話
（
０
３
）
３
８
３
２
―
７
６
１
９
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
０
３
）
３
８
３
２
―
７
６
３
９

新
潟
縣
人

　
　十
二
月
号（
第
八
二
〇
号
）

令
和
四
年
十
一
月
三
十
日
印
刷

　令
和
四
年
十
二
月
一
日
発
行（
毎
月
一
回
一
日
発
行
）

昭
和
三
十
二
年
一
月
十
日
第
三
種
郵
便
物
認
可

　第
二
甲
第
九
号


